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マ
ロ
ニ
エ
と
ち
ぎ
緑
花
祭
２
０
０
０
開
催
記
念
展
‘

心

隻
指
硲
染
昏
／
癒
数
物
ち
り
蜀

　
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
緑
化
フ
ェ
ア
を
記
念

し
て
、
自
然
へ
の
想
い
を
、
帯
に
託
し
た
染
色
家

高
久
空
木
の
染
帯
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
自
然
の
花
や
緑
を
テ
ー
マ
に
、
ろ
う
け
つ
染
の

や
わ
ら
か
な
色
あ
い
、
し
な
や
か
な
作
風
を
表
現

し
ま
し
た
。

　
高
久
空
木
の
感
性
が
息
づ
く
、
逸
品
を
堪
能
し

て
く
だ
さ
い
。
（
関
連
記
事
Ｐ
1
5
）
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と
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9月１日は防災の日

８月30日～９月５日は防災週問

私たちにできる防災行動…

害
は
、
い
つ
ご
こ
で
起
こ
る
か
ま
っ
た
く
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

ら
こ
そ
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
そ
の
備
え

か
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
も
う
一
度
、

き
る
防
災
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ

神
・
淡
路
大
震
災

訓
を
生
か
し
て

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
負
傷
者
約
４

万
３
千
人
の
中
に
は
、
建
物
に
特
別
の

被
害
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
具

の
転
倒
や
散
乱
に
よ
っ
て
、
逃
げ
遅
れ

た
り
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
し
か
人
が
多
数

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
家
具
が
倒
れ
る
と

逃
げ
道
ま
で
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

9西哲貨｀ヽ､'｀゛お扇岨肺聡慧･

　家約

６
割
の
家
で

具
が
転
倒
、
散
乱

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
震
度
７
を
記

録
し
た
地
域
で
は
、
住
宅
の
全
半
壊
を

ま
ぬ
が
れ
た
も
の
の
全
体
の
約
６
割
の

家
で
家
具
が
転
倒
し
、
部
屋
全
体
に
散

乱
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
食
器
棚
な
ど
は
扉
が
開
い

て
中
の
食
器
類
が
散
乱
し
た
ほ
か
、
冷

蔵
庫
や
ピ
ア
ノ
は
移
動
し
て
し
ま
い
、

テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン
ジ
が
飛
ぶ
と
い
っ

た
、
日
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
物
が
無
事
で
も
、
転
倒
し
た
家
具

の
下
敷
き
に
な
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、

室
内
が
散
乱
状
態
の
た
め
に
火
災
か
らマ

……

{うﾌﾟ

;=,

私

話

………9J11il!!ljJ=た

ﾌ……1　

11111を5

Ｔ
人
一
人

逃
げ
遅
れ
た
り
し
て
し
ま
う
な
ど
居
住

者
の
被
害
も
大
き
く
な
る
の
で
す
。

』
安
全
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
一

一
が
第
一
　
　
　
　
　
　
一

　
無
事
に
非
難
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

室
内
に
安
全
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
が
第
一
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
家
具
を
固
定
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
地
震
前
に
…

防
災
訓
練
へ
の
参
加

　
・
防
災
訓
練
な
ど
の
ほ
か
自
治
体
、
消

　
防
機
関
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
関

　
催
す
る
研
修
会
や
講
習
会
な
ど
に
参

　
加
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応

　
力
を
身
に
つ
け
て
お
く
。

非
常
特
出
品
の
準
備

・
食
料
品
や
電
池
な
ど
期
限
の
あ
る
物

　
は
「
防
災
の
日
」
な
ど
に
点
検
し
、

　
交
換
し
て
お
く
。

・
非
常
特
出
袋
は
、
目
立
ち
や
す
く
特

　
ち
出
し
や
す
い
場
所
に
置
く
。

家
族
防
災
会
議
で
話
し
合
い

言
任
務
分
担
」
「
避
難
場
所
」
「
緊
急

　
時
の
連
絡
方
法
と
連
絡
先
」
「
非
常

　
特
出
袋
の
置
き
場
所
」
な
ど
に
つ
い

　
て
ふ
だ
ん
か
ら
家
族
で
話
し
合
っ
て

　
お
く
。

●
地
震
直
後
は
…

身
の
安
全
の
確
保

・
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に

　
身
を
伏
せ
る

・
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護

・
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

・
玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
、
非
難
□

　
を
確
保

落
ち
つ
い
乙
火
の
始
末

・
小
さ
い
揺
れ
で
も
す
ぐ
消
火

・
揺
れ
が
大
き
い
と
き
は
、
揺
れ
が
お

　
さ
ま
っ
て
か
ら
消
火

・
出
火
し
た
ら
、
消
火
器
や
三
角
消
火

　
バ
ケ
ツ
な
ど
で
、
小
さ
い
う
ち
に
消

　
し
止
め
る

避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
低
限
に

・
緊
急
車
や
避
難
す
る
人
の
じ
ゃ
ま
に

　
な
る
の
で
、
車
は
使
わ
ず
徒
歩
で
避

　
難
す
る

・
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で
、
靴
は

　
底
の
厚
い
も
の
を

・
荷
物
は
少
な
く
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

　
な
ど
で
両
手
が
使
え
る
よ
う
に

・
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
電
気
の
プ
レ
ー

　
カ
ー
を
切
る

壁
ぎ
わ
、
だ
け
や
川
べ
り
に
近
寄
ら
な

い

一

・
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
は
、
加
わ
ら
の
　
２

　
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
コ
ン
ク
リ
ー

　
ト
群
が
倒
れ
て
く
る
危
険
が
あ
る

・
が
け
や
川
べ
り
で
は
、
地
盤
が
緩
ん

　
で
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が

　
あ
る

正
し
い
情
報
の
入
手

・
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い

・
不
要
・
不
急
な
電
話
は
加
け
な
い

　
特
に
消
防
署
な
ど
へ
の
災
害
状
況
の

　
問
い
合
わ
せ
は
消
防
活
動
に
支
障
を

　
き
た
す

協
力
し
あ
っ
乙
応
急
救
護

・
け
が
を
し
た
人
が
い
た
ら
、
協
力
し

　
あ
っ
て
応
急
手
当
を

・
け
が
の
程
度
が
重
い
と
き
は
、
早
急

　
に
病
院
へ

一
台
風
に
対
す
る
備
え

　
日
本
は
、
「
台
風
銀
座
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
毎
年
多
く
の
台
風
に
見
舞
わ

れ
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
台
風
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
に
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
次

の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
心
が
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
が
近
づ
い
た
ら

①
強
風
に
よ
る
飛
果
物
で
け
が
を
す
る

　
こ
と
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
外
出
は
避
け
る
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。



②
瓦
、
窓
、
雨
戸
、
雨
ど
い
な
ど
を
点

　
検
し
、
特
に
商
店
の
看
板
な
ど
は
風

　
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
排
水
溝
な
ど
が

　
詰
ま
る
と
水
が
あ
ふ
れ
だ
す
お
そ
れ

　
が
あ
る
の
で
、
ご
み
な
ど
の
掃
除
を

　
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
浸
水
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
と
き
は
、

　
家
財
道
具
や
生
活
用
品
を
二
階
な
ど

　
へ
移
動
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

①
単
独
行
動
は
避
け
、
地
域
の
人
た
ち

　
と
協
力
し
あ
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
、
病

指定避難場所位置図

-

　
人
、
幼
い
子
供
な
ど
の
い
る
家
庭
は

　
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

③
消
防
、
警
察
な
ど
防
災
関
係
機
関
の

　
広
報
に
注
意
し
、
避
難
の
勧
告
を
受

　
け
た
場
合
は
、
危
険
を
感
じ
な
く
て

　
も
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
避
難
し
ま

　
し
ょ
う
。

④
周
囲
の
状
況
か
ら
危
険
だ
と
判
断
し

　
た
場
合
は
、
避
難
の
勧
告
や
指
示
が

　
な
く
て
も
、
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ

⑤
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
火
の
元
の
始
末

　
と
戸
締
り
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
回
り
道
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
、
確
認

k
s
U
J

I

　
し
て
お
い
た
最
も
安
全
な
道
順
を
選

　
ん
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
垂

　
れ
下
が
っ
て
い
る
電
線
に
は
絶
対
額

　
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
避
難
を
す
る
と
き
の
服
装
は
行
動
し

　
や
す
い
も
の
と
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

　
底
の
丈
夫
な
運
動
靴
、
手
袋
な
ど
も

　
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
災
害
時
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
あ

　
わ
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

　
と
が
肝
心
で
す
。
安
全
に
、
そ
し
て

　
確
実
に
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

表所　一　覧歪避

-

No. 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

９ 羽生田小学校

82－1022

FAX

82－1022

大字羽生田

　2139－1

西部、中央、北原、合宿、

下坪

10 睦小学校

82－4824

FAX

82－4954

大字壬生丁

　　230－1

六美町北部、緑町一丁目～

緑町四丁目、幸町一丁目～

幸町4丁目、おもちゃのまち、

いずみ、若草

１１ 謝犬飼中学校

86－0134

FAX

86－4327

大字北小林

　　　　743

北小林、狽協医大職員寮、

あけぽの

12

南犬飼地区

公　民　館

動労青少年ホー

ム（やすづか

保育園を含む）

86－0031
大字安塚

　　　n79
上長ｍ、安塚南部

13 安塚小学校

86－0034

FAX

86－0042

大字安塚

　　　2078

安塚一、安塚二、安塚三、

安塚中央

14 壬生北小学校

86－0064

FAX

86－0064

大字北小林

　　　　190
上田、中泉、助谷、助谷原

15 総合公園 82－7117
大牢固谷

　　783－1

国谷中央、国谷新田、

国谷本田、栗原、鹿沼

ｋ 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

１ 壬生小学校

82－0049

FAX

82－0121

本丸２丁目

　　３－７

下表町、中表町、下横町、

今井、上表町、東下台、

下台団地、城東町、栄町

２

壬生中央

公　民　館

城址公園

82－0108

FAX

82－0042

本丸１丁目

　　　　８

仲通町、上通町、駅東、

県営壬生住宅、城内、城南、

舟町

３ 藤井小学校

82－0102

FAX

82－0102

大字藤井

　　　1267

馬場、原宿、田向稲荷内、

上坪、前宿坪、合坪

４ 壬生中学校

82－6690

FAX

82－6691

大字壬生甲

　　　2770

万町、上新町、下馬木、

西高野、釜ケ淵、福和田

５ 総合運動場 82－2345
大字壬生甲

　　　3828

三好町、旭町、星の宮、

六美町南部、六美町中央、

車塚

６ 壬生東小学校

82－0079

FAX

82－0079

落合三丁目

　　5－21

至宝町北、至宝町南、

ひばりケ丘、落合

７ 稲葉小学校

82－1004

FAX

82－1572

大字上稲葉

　　　　881
下町、上町、本郷、松原

８
稲葉地区

公　民　館
82－7374

大字上稲葉

　　　　932
原坪、鹿島、下馬木

３



65歳以上の方の介護保険料

の徴収が開始されます

。

保
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圭白白回生白玉面　　E1ﾐ詣此間　　言言　皿盗心示談白白
乙乙=Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

　介護サービスは、平成12年４月からはじまりましたが、65歳以上の方が納める保険

　料は、次のような経過措置により段階的な方法で納付することになりました。

纏平成12年４月１日スタート

　　　平成12年４月分から９月分までの半年間は徴収されません。

⑩平成12年10月から

　　　平成12年↓朗から平成13年９月までの１年間は半額を納めます。

⑥平成13年10月から

　　　平成13年1朗分以降は保険料の全額を納めます。

太

段丿皆jiU

゛

保

尚

険

こ
料,客真

白

(年間保険籾額こ

こ.ljK当たt)j) ごに･,尚函出1ll｡l,lヽll｡Jこ｡ﾐ･｡之,t乙｡こここi,ii,llﾐ1,ilm]i，

単位：円

段階　　　　　　　　　年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

生活保護受給者

老齢福祉年金受給者であって世帯全員

が町民税非課税の場合等

3,700 １１,２００ １５,０００

世帯全員が町民税非課税の場合等 5,600 １６,８００ ２２,５００

世帯のだれかに町民税が課税されている

が、本人は町民税非課税の場合等
7,500 ２２,５００ ３０,０００

本人が町民税課税で前年の合計所得金額

が250万円未満の場合等
9,300 ２８,１００ ３７,５００

本人が町民税課税で前年の合計所得金額

が250万円以上の場合
１１,２００ ３３,７００ ４５,０００

４
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すでに65歳以上の方

今年の４月２日以降に

65歳になった方

今年の４月１日以降に

他の市町村から転入し

た65歳以上の方

老齢（退職）年金の額が年

額18万円（月額1万５千円）

以上の方

老齢（退職）年金の額が

年額18万円未満の方

年金から天引きされます

　(特別徴収といいます)

口座振替や納付書による個

別納付となります

　(普通徴収といいます)

,兵庫途中で資格聚取得こ喪失した場合はFI割計算で納め,ます，

資格を取得したとき

　饗壬生町に住所を有する方が65歳に達したとき、65歳以上の方が転入してきたときに、資

　　格を取得し、取得した月の分から納めます。

資格を喪失したとき

　⑩他の市町村へ転出した場合等で壬生町に住所を有しなくなったときに資格を喪失し、喪

　　失した月の前の月の分まで納めます。

特別徴収の方には特別徴収開始通知書･普通徴収の方に

=,=1,こ

lま納入
･
通矢□省力yLO月FI;!{こ送付,疋ぎ,れま

j

7す;

ﾐﾐﾐににこ臼臼白日に回尚詔,･呂＝回目谷田圭一,こ尚尚遥ﾛﾐllimj

普通徴収の方は納入通知書により納期限までに保険料を納めてください。

｡納付書による保険料の納付は口座振替も利用で｡きます~｡｡｡｡｡｡｡｡

　　介護保険料の問い合わせは

　　　　　　　　　　　町総務部税務課�81 －1879
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今
年
度
新
た
に
壬
生
町
公
共
下
水
道

事
業
区
域
と
し
て
、
市
街
化
区
域
に
隣

接
す
る
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
も

１
３
５
ｈ
が
区
域
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
面
参
照
）

　
今
年
度
か
ら
順
次
整
備
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
工
事
期
間
中
は
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
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■便所の水洗化は３年以内に

　公共下水道が完成し、お住まいの地域が処理区

域になりますと、くみ取便所は公共下水道が使用

できるようになった日から３年以内に、公共下水

道に直接流す水洗便所に改造しなければなりませ

ん。（下水道法弟上上条の３）また、処理区域内で

は、水洗便所にしないと家屋を新築することがで

(建築基準法第31条)

与

■受益者負担金を納めていただきます

　受益者負担金は、下水道が整備計画されている

区域の土地（市街化調整区域については宅地）が

すべて対象となりますが、この計画区域がすべて

整備されるまでには、相当長い期間がかかります。

　そこで、受益者負担金は、下水道の整備状況に

あわせ賦課徴収していくことになります。この賦

課徴収する区域が「賦課対象区域」で、毎年度初

めに告示し、皆さんにお知らせします。

市街化区域 市街化調整区域

負　担　金　額 １�につき300円
一つの排水設備につき

　　　36万円

納　付　方　法 一括納付又は５年分割年４期の20回納付

20回分割納付例

　　　200�の場合

（面積によって異なる）

200�×30円÷20回=3,000円

36万÷20回＝18,000円

一括納付の場合

(最初の納期限内)
48,600円 291,600円

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

‾‾ﾄﾞ水道を生かすのはあなた次第。　　排水設備工事

⑩排水設備工事とは、家庭内のトイレ、台所、お風呂、洗面所などから、汚れた水を下水道の

　木管へ流すためにする工事です。

本管が道路の下へ通っても、そこへ汚れた家庭排水を流す工事

をしなければ意味がありません。

単独浄化槽を廃止し、台所やお風呂などの排水とあわせて、本

管へ接続する工事を３年以内にしてください。

７

道路の下へ本管を設置し、その本管から取付桝（家庭からの排

水を本管へ接続するための桝）を出す工事は町が行いますが、

家庭内の排水から取付桝までの排水設備工事は、個人の負担に

なります。

參排水設備工事を行えるのは、町が取り決めた技術水準を満たした、指定工事店だけです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※雨水は下水道に流せません。

個人負担で工事を行っていただくところ

町が工事を行うところ



心

　平成12年10月２日から、宇都宮地区広域圏１市５町（宇都宮市、上三川町、上河内町、河内町、

壬生町、石橋町）の市役所・町役場で、「住民票の写し」と「戸籍謄抄本（記録事項証明書）」の

相互交付が開始されま堰。宇都宮広域圏市町に勤務、通学の方は、ぜひご利用ください。
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　　（土･日曜日、祝日及び年末年始を除く）

巾取扱手数料

　住民（戸籍）登録をしてある市・町の手数

　料条例に基づく金額になります。

參請求方法

　窓口に備えてある広域用の交付申請書に必要

　事項を記入し、窓口に提出してください。

８

宇都宮市　市民課（028）632－2267

　　　　　各地区市民センター・出張所

上三川町　住民課（0285）56－9125

上河内町　住民課（028）674－3131

河内町　住民課（028）673－3232

　　　　　岡本、田原事務所

壬生町　住民課（0282）81－1824

　　　　　稲葉、南犬飼出張所

石橋町　住民課（0285）52 － 11 17



２
０
０
０
年
国
勢
調
査
ポ
ス
タ
ー
図
案
決
ま
る

　
　
稲
小
の
神
永
さ
ん
特
選
に

　　　特選小学生部門

栃木県壬生町立稲葉小学校

　　５年　神永　砂糖里

　　特選中学生部門

千葉県市川市立第一中学校

　　３年　奥田　翔子

　特選一般部門

　兵庫県神戸市

外園　勉・哲子

　
今
年
の
1
0
月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ

る
国
勢
調
査
の
ポ
ス
タ
ー
図
案
コ
ン
ク
ー

ル
が
総
務
庁
主
催
で
行
わ
れ
、
４
月
１

日
か
ら
５
月
1
5
日
ま
で
に
全
国
か
ら
１
。

４
４
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
６
月
９
日
に
総
務
庁

統
計
局
で
審
査
会
を
行
い
、
小
学
生
部

門
・
中
学
生
部
門
二
股
部
門
合
わ
せ

て
、
特
選
３
点
・
入
選
１
１
１
１
点
・
佳
作
2
2

点
が
決
定
、
稲
葉
小
学
校
５
年
の
神
永

砂
糖
里
さ
ん
の
作
品
が
、
小
学
生
部
門

で
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　
各
部
門
特
選
の
理
由
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

め
小
学
生
部
門

　
絵
に
元
気
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
や
職
業
が
紙
面
に
表
現
さ
れ
、
国
勢

調
査
で
調
べ
る
内
容
を
上
手
に
盛
り
込

ん
で
い
る
。

寺
中
学
生
部
門

　
「
国
」
「
勢
」
「
調
」
「
査
」
そ
れ
ぞ
れ

の
文
字
に
そ
ろ
え
て
４
列
に
人
を
並
べ

て
い
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
的
な
工
夫
が

あ
る
。
日
本
に
佳
む
外
国
人
も
調
査
の

対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

図
案
で
あ
る
。

ｊ
一
般
部
門

　
コ
ン
ピ
サ
・
‘
タ
ー
‘
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を

使
用
し
、
日
本
列
島
に
た
く
さ
ん
の
人

形
を
の
せ
る
こ
と
で
、
日
本
に
佳
む
す

べ
て
の
人
が
対
象
だ
と
い
う
こ
と
を
訴

え
て
い
る
。

開かれ………だ町政7･を7……｀目゜･･゜jl'7=指･.･して

～情報公開制度利用状況～

　壬生町では平成1↑年７月から情報公開制度を施行しました。

その利用状況についてお知らせします。

※情報公開制度とは、町民の皆さんの町政に対する理解・信頼を深め、「より開かれた町政」の実現の

ため、町の待っている情報を公開する制度です。

　平成11年度の公開請求は、次長のとおり４件でした。

No. 受付日 情　　　報　　　の　　　内　　　容 頌の可否 決定日 担当課

１ 平成11年８月５[] 総務課の食糧費支出に関する一切の資料(平成1↓年4月5月分) 部分公開 平成11年８月19日 総務課

２ 平成↓陽8月５日 総務課職員の出張に関する一切の資料(平成11年4月5月分) 部分公開 平成11年８月1日 総務課

３ 平成11年８月５[] 町長交際費に関する一切の資料（平成↓↑年４月分以降） 部分公開 平成↓1年８月19日 総務課

４ 平成11年8月５日 2,000万円以上の入札予定価格書（平成ｎ年４月分以降） 部分公開 平成11年８月19L］ エ事検査課

「情報公開制度」に関するお問い合わせは　　総務課文書法規係　�８１－１８０７へ

９
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北
関
東
自
動
車
道
、
栃
木
都
賀
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
上
干
拓
言
上
三
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
1
8
・
５
㎞
が
７
月
2
7
目
に

関
通
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
７
月
2
0
日
、
「
北
関

東
道
フ
ェ
ス
タ
・
ｍ
と
ち
ぎ
～
ひ
ら
け
！

海
へ
続
く
道
士
と
題
し
て
、
記
念
イ

ペ
ン
ト
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
壬
生
Ｉ
Ｃ
で
は
、
こ

の
記
念
事
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
県

知
事
や
、
沿
線
の
市
・
町
長
が
記
念
植

樹
を
行
っ
た
ほ
か
、
沿
線
市
町
の
郷
土

芸
能
の
披
露
、
行
政
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
、

物
産
販
売
や
模
擬
店
の
テ
ン
ト
が
3
0
張

り
ほ
ど
並
び
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

又
壬
生
Ｔ
Ｃ
～
宇
都
宮
上
三
川
Ｉ
Ｃ
問

８
・
４
㎞
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
、
壬

生
Ｉ
Ｃ
ふ
貨
Ｔ
Ｃ
間
６
・
３
1
1
で
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、
約
２
万
人
が
参
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▲
壬
生
イ
ン
タ
ー
上
空

-

加
し
、
今
後
は
歩
い
た
り
走
っ
た
り
で

き
な
い
高
速
道
路
上
を
、
そ
れ
ぞ
れ
十

分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
７
月
2
7
目
の
開
通
式
に
は
、

栃
木
県
選
出
の
国
会
議
員
や
、
建
設
省
、

運
輸
省
、
Ｊ
Ｈ
の
関
係
者
、
又
、
沿
線

市
・
町
長
、
地
元
地
権
者
等
約
6
0
0
人
が

集
ま
り
、
式
典
の
他
、
本
線
上
で
は
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
く
す
上
が
割
ら
れ
、
関
係

者
4
0
0
合
の
通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
開
通
で
、
今
年
秋
行
わ
れ
る
、

全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
壬
生
会

場
、
宇
都
宮
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便

利
に
な
り
、
大
勢
の
見
学
者
が
見
込
ま

れ
ま
す
。▲

テープカットと

く可玉わり

壬生インター出入ロト

北
関
東
自
動
車
道
で

事
故
対
策
合
同
訓
練

▲車両火災を想定しての放水訓練

　
７
月
2
7
目
の
開
通
を
前
に
、
北
関
東

自
動
東
道
事
故
対
策
合
圓
訓
練
が
７
月

1
8
目
、
壬
生
イ
ン
タ
ー
近
く
の
北
関
東

自
動
車
道
下
り
線
で
行
わ
れ
、
町
や
町

消
防
団
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
、
県
警
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
、
栃

木
警
察
署
、
日
本
道
路
公
団
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
北
関
東
自
動
車
道
で
火
災

や
救
急
事
故
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
関
係
機
関
・
団
体
の
通
報
、
連
絡

体
制
の
強
化
と
被
害
の
軽
減
等
を
ね
ら

事
故
率
を
壊
し
て

Ｉ
　
ケ
ガ
人
の
救
出
訓
練

　　･1･･I'ai..,ﾄﾞ･.･．

半iairl

い
と
し
て

関
係
機
関
か
ら

作
車
や
梯
子
車
、
救
急
車
、
消
防
ポ
ン

プ
車
等
も
出
動
し
、
事
故
車
か
ら
の
救

助
隊
に
よ
る
救
出
訓
練
や
救
急
隊
に
よ

る
応
急
手
当
・
搬
送
訓
練
、
消
防
に
よ

る
消
火
訓
練
等
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

１０



保
健
福
祉
セ
ン
タ

さ
れ
ま
↓
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｜東小児童が
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　完成品は「びっくり農園」に
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高
齢
者
の
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が

い
と
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
で
き
る
場

と
し
て
期
待
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
亨
・
‐
・
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
建
設
工
事
が

こ
の
ほ
ど
壬
生
甲
地
内
（
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
南
側
）
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
技
能
や
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
働

く
こ
と
で
、
生
き
が
い
を
高
め
、
健
康

な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

社
会
参
加
を
希
望
す
る
高
齢
者
が
集
ま

り
、
平
成
元
年
1
0
月
に
設
立
さ
れ
、
現

在
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
角
で
事

務
所
と
作
業
所
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
。

　緑化フェア壬生会場内の「びっぐり農‥

園」で６月12日行われた田植祭の関連行

　
し
か
し
、
当
初
6
8
人
で
ス
タ
ー
ト
し

た
会
員
数
も
現
在
は
2
2
5
人
に
増
加
し
、

受
託
事
業
も
様
々
な
業
務
に
わ
た
り
、

件
数
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
現
施
設

で
は
手
狭
と
な
り
、
施
設
の
拡
張
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
国
の
補
助
を
受
け
て

建
設
す
る
も
の
で
、
鉄
骨
平
屋
建
て
の

鋼
板
ぶ
き
、
延
べ
床
面
積
は
4
1
3
・
8
5
平

方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
は
、
約
１
億
３

２
０
万
円
で
、
事
務
室
の
他
、
作
業
室

（
8
0
応
⊇
）
、
研
修
室
な
ど
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事の一つとして、「かかしっくり」が７月

１日壬生東小学校で行われました。

　この田よ、東小の全校児童395人が、児

童会と図工の時間を利用して、「かかしっ

くり」に挑戦しました。

　材料は、胴体部分にはワラを使い、顔

は、かんぴょうのふくべを利用、児童た

ちは予め作りたいかかしを絵に描いてお

き、それを基に約半［］かけて作製しまし

た。

　出来上がったかかしは全部で24体で、

緑化フェア期間中「びっくり農園」に展

示されることになっています。

-

･暮らしに役立つー

　　櫛情報

財産を

　もらったとき

　
個
人
か
ら
年
間
6
0
万
円
を
超
え
る
財

産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
贈
与
税
が

か
か
り
ま
す
。

　
会
社
な
ど
法
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ

た
と
き
に
は
、
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
が
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か

か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　莞贈与税の計算例が

（例1）100万円の贈与を受けた場合

　　　　　　　　（基礎控除）（課税価格）

　　　　100万円－60万円＝40万円

　　　　　　　　（税率）（贈与税額）

　　　　40万円×10％＝4万円

（例2）500万円の贈与を受けた場合

　　　　　　　　（基礎控除）（課税価格）

　　　　500万円－60万円こ440万円

　　　　　　　　（税率）（控除額）（贈与税額）

　　　-440万円×30％－47.5万円－84.5万円

誰贈与税の速算表

　
　
贈
与
税
の
計
算

　
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
1
2
月
3
1
日

ま
で
の
１
年
間
に
、
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
財
産
の
価
額
を
合
計
し
ま
す
。

　
次
に
、
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら

基
礎
控
除
の
6
0
万
円
を
差
し
引
き
、
そ

の
残
額
に
税
率
を
か
け
た
額
が
贈
与
税

で
す
。

コ亘］（

課税価格 税率 控除額
　150万円以下

　200万円ク

　250万円々

　350万円々

　450万円ク

　600万円ク

　800万円ク

1,000万円ク

1,500万円ク

2,500万円々

4000万円ク

　１億円や

　１億円超

10％

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

　　　　　Ｏ円

　　75,000

　175,000

　300,000

　475,000

　700,000

1,000,000

1,400,000

1,900,000

2,650,000

3,900,000

5,900,000

10,900,000

１１



花たちのお母さん!?

　
平
成
1
0
年
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
花

き
生
産
部
会
で
す
。
名
称
も
フ
ミ
ー

ポ
ッ
ト
み
ぶ
」
と
名
付
け
、
今
年
開
催

さ
れ
る
緑
化
フ
ェ
ア
の
協
賛
グ
ル
ー
プ

の
言
貝
と
し
て
、
た
だ
今
、
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
、
ポ
ッ
ト
苗
の
生
産
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
員
は
1
3
名
で
す
が
、
活
気
あ

り
、
思
い
や
り
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
、

一

当　　　　　　　　．
社
は

社会人､j……(kl:1.(……)

㈱北研

木下新栄さん

「
き
の
こ
の
北
研
」
と
し
て
、

全
国
の
生
産
農
家
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、

東
武
線
壬
生
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
本
社
及

び
種
菌
工
場
が
あ
り
ま
す
。
き
の
こ
の

種
菌
を
始
め
と
し
て
、
き
の
こ
栽
培
の

す
べ
て
に
関
わ
る
資
材
・
機
器
プ
ラ
ン

ト
を
取
扱
っ
て
お
り
、
本
社
の
営
業
部

の
ほ
か
に
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
岡
山

県
、
大
分
県
に
営
業
所
を
持
ち
、
農
家

に
種
菌
を
販
売
す
る
と
同
時
に
栽
培
技

術
の
普
及
活
動
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
木
下
新
栄
君
は
、
動

団
結
力
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し

た
。
誰
も
が
初
め
て
の
経
験
で
、
土
づ

く
り
か
ら
の
勉
強
で
す
。
腐
葉
土
を
熟

成
さ
せ
、
赤
玉
、
ピ
ー
ト
モ
ス
、
化
学

肥
料
を
加
え
、
花
に
愛
し
い
上
を
作
り
、

播
種
し
て
大
事
に
育
て
上
げ
た
苗
の
定

植
、
水
管
理
と
大
忙
し
で
す
。
そ
の
間

に
も
、
害
虫
が
出
た
と
言
っ
て
は
「
つ

ぶ
せ
、
つ
ぶ
せ
」
と
忙
し
く
、
病
気
が

出
れ
ば
、
薬
の
手
配
に
追
わ
れ
、
我
が

子
を
育
て
る
以
上
に
気
を
使
う
場
面
も

続
９
年
で
技
術
の
心
臓
部
で
あ
る
研
究

所
に
お
い
て
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
技
術
の

改
良
を
担
当
し
て
お
り
、
生
産
農
家
の

技
術
向
上
の
た
め
に
研
究
に
邁
進
し
て

お
り
ま
す
。

　
生
ま
れ
は
青
森
県
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
私
の
青
空
」
の
主
人
公

　
ぶ
ず
な
〃
の
出
身
地
の
隣
に
位
置
す

る
風
間
浦
村
で
す
。
海
に
面
し
た
風
光

明
媚
な
地
帯
で
あ
り
、
堤
防
か
ら
カ
レ

あ
り
ま
す
が
、
花
芽
が
出
た
時
の
感
動

は
、
顔
が
は
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
緑
化
フ
ェ
ア
で
は
、
シ
ニ
ア
、
鶏
頭
、

セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
、
た

ま
り
ゅ
う
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
猛
暑

の
析
、
ハ
ウ
ス
で
の
作
業
は
大
変
で
す

が
、
花
た
ち
を
嫁
が
せ
る
日
も
間
近
に

な
っ
て
き
た
の
で
、
気
を
許
す
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
会
場
で
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
、
最
後
ま
で
が
ん
ば

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
花

-

イ
や
ア
イ
ナ
メ
を
釣
っ
た
り
、
夏
に
は

真
っ
黒
に
な
っ
て
素
潜
り
で
ウ
ニ
や
ア

ワ
ビ
採
り
を
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
で

す
。

　
海
で
は
潜
水
が
得
意
で
し
た
が
、
現

在
は
、
南
河
内
町
の
ジ
ム
に
通
っ
て
ク

ロ
ー
ル
の
特
訓
を
し
て
お
り
、
▽
万
、

毎
週
２
～
３
回
数
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
に

取
り
組
む
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
青
年
で
す
。

ま
た
、
マ
ス
の
釣
堀
や
海
釣
り
に
時
お

り
出
か
け
、
年
２
回
の
青
森
ま
で
の
帰

省
に
は
車
を
使
う
ほ
ど
、
ド
ラ
イ
ブ
好

き
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
興

味
を
持
つ
な
ど
、
幅
広
い
趣
味
を
持
つ

現
代
風
の
若
者
で
す
。

　
住
ま
い
は
、
会
社
の
敷
地
内
に
あ
る

独
身
寮
で
す
。
き
の
こ
や
趣
味
の
こ
と

な
ど
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い

つ
で
も
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

を
咲
か
せ
、
町
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
市
場
出
荷
、
販
売
ル
ー
ト
の
確

保
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
貴
方
も
私
だ
ち
と
一
緒
に
花
を

咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
マ
ミ
ー
ポ
ッ

ト
み
ぶ
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１２



と
っ
て
お
き
の
び
人

　
自
主
講
座
ふ
く
ベ
ー
刀
彫
の
代
表
者
、

高
橋
さ
ん
は
ふ
く
べ
細
工
の
他
に
ふ
く

べ
の
廃
材
で
か
わ
い
ら
し
い
ブ
ロ
ー
チ

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
前
、
公
民
館
の
ふ
く
ベ
ー
刀
彫

の
講
座
を
受
講
し
、
以
来
月
２
回
の
自

主
講
座
を
主
催
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
く

べ
を
く
り
ぬ
い
た
り
、
透
か
し
を
い
れ

た
り
し
て
壁
飾
り
や
植
木
鉢
カ
バ
ー
、

水
盤
、
菓
子
器
、
床
飾
り
な
ど
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
公
民
館
ま
つ

自主講座で製作中の高橋さん

-
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は
自
己
流
で
す
が
、
何
度
も
上
塗
り
を

重
ね
、
ち
ょ
う
ど
ツ
ゲ
の
ブ
ロ
ー
チ
の

よ
う
な
、
昧
わ
い
の
あ
る
色
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
開
催
さ
れ
る
緑
化
フ
ェ
ア
で
は
、

ふ
く
ベ
ー
刀
彫
の
作
品
を
け
じ
め
、
ブ

ロ
ー
チ
を
出
品
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
周
り
に
は
、
ふ
く
べ
で

作
っ
た
ぱ
な
ぱ
な
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な

ど
の
花
を
飾
り
付
け
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
言
う
こ

と
で
し
た
。

一

　ふX

t!“

’a｀

　
　
　
短
　
　
歌

階
段
を
手
す
り
に
た
よ
る
我
に
触
れ

一
段
と
ば
し
に
若
き
が
登
る

職
退
き
て
急
か
る
る
こ
と
は
も
う
な
い
と

ほ
っ
と
し
つ
つ
も
こ
の
虚
し
さ
は

ま
だ
ま
だ
と
強
き
を
吐
く
が
去
年
よ
り

庭
本
の
手
入
れ
雑
に
な
り
た
り

受
話
器
よ
り
母
の
あ
か
る
き
声
聞
け
ば

心
お
き
な
く
畑
に
出
ず
る

　
　
　
俳
　
　
　
句

ぢ
い
ち
ゃ
ん
の
負
け
ず
嫌
い
の
日
焼
け
の
手

夏
座
布
団
母
に
白
寿
の
座
り
誹
風

開
け
放
つ
座
敷
に
揃
う
日
焼
顔

米
の
大
輪
目
か
く
し
の
薔
薇
目
を
引
き
ぬ

雀
文
化
協
会
文
芸
部
選

鈴
木
佳
世
子

石
井
　
ヒ
ロ

黒
尾
　
　
壮

刀
川
サ
ク
子

山
木
八
重
子

鈴
木
　
文
二

高
山
香
代
子

鈴
木

愛
子

１３

⑤

余
暇
を
使
っ
て
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り

　
　
　
緑
町
三
丁
目
　
高
橋
良
幸
さ
ん

り
な
ど
に
出
品
し
て
い
ま
し
た
が
、
と

て
も
高
価
な
物
に
見
え
る
ら
し
く
、
売

れ
残
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
、
手
頃
な
値
段
で
買
え
る
よ
う
に
と
、

一
刀
彫
の
廃
材
で
、
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る

こ
と
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　
直
径
５
0
1
位
の
廃
材
に
下
絵
を
描
き

ま
す
。
こ
の
下
絵
も
イ
ラ
ス
ト
カ
ッ
ト

集
や
日
光
彫
の
下
絵
を
参
考
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
１
週
間
で
ま
と
め
て
4
0

個
程
一
気
に
作
り
上
げ
ま
す
。
芭
つ
け
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第17回町民ゴルフ大会

(6/27､星の宮ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部､98名参加)

成績

総合の部 グロス ネット

優勝

率優勝
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４　位

５　位

６　位

７　位

８　位

９　位

10位

安本音志男

山田　　誠
墨山　　明

小林　弘美
上野　キヨ

石島　英明
小林　　孝

天野　優子
山川　邦夫
別井　正男
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男子グロスの部 スコア

優勝

率優勝

３　位

４　位
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高橋　正義
相田喜久夫

中尾靖一郎
宇賀神　壽

板橋　康雄
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72

75

75

75

女子グロスの部 スコア

優勝 鈴木　啓子 77
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優　勝
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第６位

テニス

バドミントン

バレーボール女子
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結　果

ツ 大会

新種目に挑戦

下都賀郡民体育祭

　総合で第６位に

　第52回下都賀郡民体育俗本大会が、

７月９日・16 EIの２日間にわたり、

つがスポーツ公園他、都賀町の各会

場で行われました。

　大会は、３月のスキー競技、５月

のゲートボール、議員ソフトボール

競技に続き行われ、各競技ともエ生

町代表として、［］頃の練習の成果を

発揮していました。

　なお、この大会の入賞競技は、８

月から開催される第16回栃木県民ス

ポーツ大会に出場します。

⑩大会記録

準優勝　軟式野球　　　　　　，

　　　　　ソフトボール

　　　　　クレー射撃　　　　　　　；

　　　　　銃剣道（オープン競技）：

第３位　バスケットボール男子　．．

　　　　　婦人バレーボール　　　ヅ

　　　　　議員ソフトボール

　　　　（県民スポーツ出場無し）－
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第14回町民柔道大会

(了/2､町総合運動場武道館､31名参加)

各部門優勝の左から佐藤さん、

海老沼さん、峯さん、植竹さん

　成　績

一般の部

　優　勝　佐藤　裕司

　準優勝　近江　史人

　３　位　林　　明彦

中学生の部

　優　勝　海老沼　暁往生中３年)

　準優勝　峯　　勇人(壬生中１年)

　３　位　南雲　　成(壬生中１年)

小学生の部

　優　勝　峯　卓也往生小6年)

　章優勝　足助　先太(稲葉小５年)

　３　位　柴田　裕貴往生小５年)

小学校低学年の部

　優　勝　植竹　優貴

　準優勝　岩瀬　継範(睦小３年)

　３　位　早乙女　巧(稲葉小3年)

　　　　　　　　　　　　　　１４
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　　　　　　　　　　９月９日出

～

１１月５日(日)

大粟克博　野外彫刻展

　大粟克博は、主に石を素材に数多くの現代彫刻を制作、

設置しています。特に環境造形をテーマに自然と彫刻

との調和や新たな都市づくりを追求して、その都度、斬

新な表現に挑戦しています。

　今回、城址公園の空間に彼の意欲あふれるモニュメン

トを設置します。

白略　　歴言

　↓959年壬生町生まれ。 84年多摩美術大学彫刻将卒、86

判固展(以後２回)。 86年多摩美術大学大学院修了。 89年

多摩美術大学彫刻研究室助手(～91年)、PARTY4(浜

松町東芝ビル)。 90年今EIの造形(栃木県立美術館)、

Surf'90石の彫刻オープンアトリエ小松石シンポジウム。

93年横浜彫刻展・優秀マケット展。 96年国民文化祭とや

ま彫刻展。 97年国民文化祭かがわ石彫展、雨引の里と彫

刻。99年現代日本彫刻展、画引の里と彫刻。現在東京都

府中市在住。

朧会　　場朧

朧開館時間朧

町歴史民俗資料館、壬生城址公園

午前９時～午後５時

　　　　　　(入館は４時30分まで)

朧休館日難　月曜日（但し､10月9［1は開館］

　　　　　　　火曜日午前中

圖観覧料圖　一般200円、中学生以下無料

圖問合せ圖　町歴史民俗資料館　�82－8544

■関連企画■

トーク＆ファッションショー

　「父の染帯を語る」

日　時:10月７日（土）午後１時30分～

出席者：高久尚子（空木長女・染色家）

会　場：歴史民俗資料館展示室

１５

染
た

の
れ

説
か

伝
描 昌季。花帯の空木

　高久空木（↑908づ993）は栃木県壬生町出身の大家と

して知られていながら、その後、とりわけ「栃木県出身」

という関係性を知る人が少なくなった作家です。

　高久空木は、戦前の官展、戦後の日展で活躍していま

したが、1962年の改組５回展を最後に出品を辞め、忽然

と日展という当時の美術界の表舞台から姿を消しました。

その後、もっぱら和装服飾にその力を発揮し、晩年には

高島屋が主催する「染織巨匠展」に名古屋帯を出品する

など、゛帯の空木″として和装愛好者に絶大な人気を博し

ました。つまり、高久空木は改組５回展までの会場芸術

としての絵画的染色から、用に則したより工芸的色彩の

濃い染色にシフトしていきました。

　今回の展覧会では、高久空木の名を再び甦らせた和装

服飾である染帯作品を一堂に展示し、「帯の空木」の名を

不動のものにした、洒脱の境地現代版琳派を紹介します。

　花鳥風月を愛し、四季折々の自然を見つめ、自ら空木

と称し独白の染色世界を築きあげた空木の美意識を「花

と緑」をテーマに、ろうけつ染で表現した逸品です。

　本展は、自然への想いを、帯に託した染色家高久空木

の感性をご覧いただきます。

水の行方（大粟克博 望楼（大粟克博

W゛‾

- W J



ソリスト：前橋汀子（ヴァイオリン）

日　時　12月９日（土）　午後６時30分開演
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会　場

入場料

中央公民館犬ホール（城址公回ホール）

特別セット券　8､000円（指定席）

単　独　券　4､000円（指定席）

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町施設振興

　公社で取り扱っています。

　問合せ先壬生中央公民館�82－0108
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　⊂づ７゛’こニベこＳこ⊃

　町では、第３子以上の児童を

養育している方に「すこやか子

育て支援金」を交付しています。

※支援金の受給要件、申請方法

　等は、町福祉課児童福祉係

　　　　（�８１－１８３１へ）

鴉順ヽ司唄淘圈匯鱈腹圃
ソリスト：漆原啓子（ヴァイオリン）、佐藤立樹

日　時　１１月１１日（土）　午後６時30分開演

ヴァイオリン

漆原

(ピアノ)

ピアノ

　　　2000年に贈る特別コンサート第２弾！

オーケストラ特別セット券発売(単独ﾁヶｯﾄ有ﾘ)

=ﾘ･ンクトペテルブルク放送局が箆る交響楽団、満を持して初来日!|

日本の小林研－郎が情熱を傾けて育んだヨーロッパ屈指のオーケストラ|
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